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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成27年1月29日(2015.1.29)

【公表番号】特表2012-509236(P2012-509236A)
【公表日】平成24年4月19日(2012.4.19)
【年通号数】公開・登録公報2012-016
【出願番号】特願2011-536552(P2011-536552)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｇ  17/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/18     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｇ  17/00    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  20/18    　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｄ  53/02    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  20/30    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年11月20日(2014.11.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ホスフィンを含むゲルマンガスを準備すること；
吸収剤を乾燥すること；
ゲルマンが前記吸収剤に吸収されなくなるまで、前記乾燥吸収剤にゲルマンを通過させて
前記吸収剤をコンディショニングすること；
前記ホスフィンを含むゲルマンガスを前記吸収剤に通して選択的に含まれるホスフィンを
吸収させること；及び
精製されたゲルマンガスを取り出すこと、
を含む精製ゲルマン製品を製造する方法であって、
前記精製ゲルマンガスが、５０ｐｐｂよりも少ないホスフィンを含む、前記方法。
【請求項２】
前記ホスフィンを含むゲルマンガスが水素中に４０％までのゲルマンを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
前記ホスフィンを含むゲルマンガスが水素中に２０から４０％までのゲルマンを含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
さらに前記精製ゲルマン製品を水素から分離することを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
前記吸収剤がゼオライトである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
前記吸収剤が、４Ａ、５Ａ、１０Ｘ、１３Ｘ及びそれらの組み合わせから選択されるモレ
キュラーシーブである、請求項１に記載の方法。
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【請求項７】
前記モレキュラーシーブが５Ａである、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
前記吸収剤が、有効ポア直径が４オングストローム又はそれ以上である、請求項１に記載
の方法。
【請求項９】
前記吸収剤が有効ポア直径４オングストロームである、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
前記吸収剤が４から１２時間乾燥ガスのパージ下で乾燥される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
前記吸収剤が２００℃から３００℃で乾燥される、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
ゲルマンガス流を、ゲルマンが前記吸収剤に吸収されなくなるまで前記吸収剤に通過させ
てコンディショニングする、請求項１に記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　好ましいモレキュラーシーブは、タイプ５Ａであり、これは、０．８０ＣａＯ：０．２
０Ｎａ２Ｏ：Ａｌ２Ｏ３：２．０±０．１ＳｉＯ２：ｘＨ２Ｏなる組成を持つ。２価カル
シウムイオンがナトリウムカチオンと交換することで約５オングストロームの開口を与え
る。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
ゲルマン精製：
　実施例１
　純ゲルマンを含む一連の１２個のガスシリンダを、純ゲルマン中約４５００ｐｐｂまで
のホスフィンで汚染させた。１０個のシリンダ中のゲルマンガスが本発明により処理され
た。該シリンダのそれぞれにつきホスフィン含有量を定量した。処理されるゲルマンを含
む１０個のシリンダはそれぞれ５０ｐｐｂよりも少ないホスフィンを含んでいた。この実
施例でのホスフィンの検出限界は５０ｐｐｂであった。ホスフィンを除く処理がされてい
ないゲルマンを含むシリンダ、ＣＳ０９９８及びＣＳ０７３６はそれぞれ４３００ｐｐｂ
及び４５００ｐｐｂホスフィンを含んでいた。サンプルシリンダはガスクロマトグラフ－
誘導結合プラズマ質量スペクトル（Ｇａｓ　Ｃｈｒｏｍａｔｏｇｒａｐｈｉｃ　ｉｎｄｕ
ｃｔｉｖｅｌｙ　ｃｏｕｐｌｅｄ　ｐｌａｓｍａ　ｍａｓｓ　ｓｐｅｃｔｒｏｍｅｔｒｙ
（ＧＣ－ＩＣＰ－ＭＳ）により分析された。
 
サンプルシリンダ　　　　　ホスフィン、ｐｐｂ　　方法
ＳＳ０５８０　　　　　　　　　　　　＜　５０　　　ＧＣ－ＩＣＰ－ＭＳ
ＬＢＳ０６４０　　　　　　　　　　　＜　５０　　　ＧＣ－ＩＣＰ－ＭＳ
ＮＰ３６１１　　　　　　　　　　　　＜　５０　　　ＧＣ－ＩＣＰ－ＭＳ
ＣＳ０９７６　　　　　　　　　　　　＜　５０　　　ＧＣ－ＩＣＰ－ＭＳ
ＳＳ１０７７　　　　　　　　　　　　＜　５０　　　ＧＣ－ＩＣＰ－ＭＳ
ＣＳ０７４６　　　　　　　　　　　　＜　５０　　　ＧＣ－ＩＣＰ－ＭＳ
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ＣＳ０５７７　　　　　　　　　　　　＜　５０　　　ＧＣ－ＩＣＰ－ＭＳ
ＣＳ０９９８　　　　　　　　　　　　４３００　　　ＧＣ－ＩＣＰ－ＭＳ
ＣＳ０７３６　　　　　　　　　　　　４５００　　　ＧＣ－ＩＣＰ－ＭＳ
ＳＯ９８６　　　　　　　　　　　　　＜　５０　　　ＧＣ－ＩＣＰ－ＭＳ
ＣＳ１０２５　　　　　　　　　　　　＜　５０　　　ＧＣ－ＩＣＰ－ＭＳ
ＳＳ１０７８　　　　　　　　　　　　＜　５０　　　ＧＣ－ＩＣＰ－ＭＳ
　方法：
　上のサンプルはＧＣ－ＩＣＰ－ＭＳで分析された。ホスフィンの１０ｐｐｍ保存標準を
キャリブレーションに使用し、１０ｐｐｍから１３０ｐｐｂまでの一連の希釈に用いた。
Ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　Ｃｅｌｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　（ＣＣＴ）をＭＳ調節に使用し
、酸素衝突ガスのｍ／ｚ３１からｍ／ｚ４７の干渉シフトを減少させた。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　クロマトグラフ分析条件：
装置：Ｔｈｅｒｍｏ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　ＸＳｅｒｉｅｓ　ＩＣＰ－ＭＳ
カラム：８０ｍ　Ｘ　０．３２ｍｍ　ＧａｓＰｒｏ
キャリア：水素、２０ｐｓｉｇ
オーブン：４５℃、一定
サンプルサイズ：２５０μｌ
スプリット：２．５ｍｌｓ／分
　ＩＣＰ－ＭＳ分析条件：
　検出器：ＩＣＰ－ＭＳ、ｍ／ｚ４７、ドウェル時間５００ｍｓ
Ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ：－９４ｖ
Ｌｅｎｓ１：－１１３０ｖ
Ｌｅｎｓ２：－８０ｖ
Ｌｅｎｓ３：－１８９ｖ
ポールバイアス：－３．８ｖ
サンプル深さ：１０９
Ｄｌ：－４２．４ｖ
Ｆｏｃｕｓ：６．７ｖ
ＣＣＴ２：０．０６ｍｌｓ／分
Ｄ２：－１２１ｖ
ＤＡ：－３６ｖ
ヘキサポールバイアス：－０．４ｖ
Ａｄｄ．Ｄａｓ１：１８７ｍｌｓ／分
　実施例２
　ゲルマンによるモレキュラーシーブのコンディショニング：
　１６．８９５ｋｇゲルマンを含む水素中２０％ゲルマン（モル分率）のサンプルを、５
４ｋｇのタイプ５Ａ乾燥モレキュラーシーブで、見かけビーズサイズ４ｘ７メッシュ（１
／８”ペレットに等しい）、見かけ有効及びポア直径約５オングストロームのモレキュラ
ーシーブ床を通過させた。モレキュラーシーブは２つのカラムを直列（それぞれが８フィ
ート長さ６インチ内直径）した。プロセス流速は３ｋｇゲルマン／時間であった。ゲルマ
ンガスを冷却して集め、ガス混合物中の水素からゲルマンを分離した。ゲルマンを続いて
ホスフィン分析に用いた。回収ゲルマンは９．３３９ｋｇであった。カラム中のモレキュ
ラーシーブは７．５５６ｋｇゲルマンを保持していた。
【誤訳訂正５】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　図２は、ホスフィンを含む水素中のゲルマンサンプルのクロマトグラムを示す。サンプ
ルは１００μｌループで操作した。ホスフィンはクロマトグラムに、保持時間３６０００
ｍｓで検出される。
　図３は、１３０ｐｐｂをスパイクした水素中のゲルマンのサンプルのクロマトグラムで
ある。ホスフィンは３６００ｍｓの保持時間でクロマトグラム中に検出される。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　４３００ｐｐｂホスフィンを含むサンプル（図２）は、１００μｌループで操作された
がリニアリティを維持した。
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